
問
公
立
小
中
学
校
の
教
職
員
に
多
忙
感

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
に
勤
務
時
間
外
の
電

話
対
応
が
あ
る
が
、
多
忙
化
を
解
決
す
る

た
め
に
留
守
番
電
話
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
教
育
次
長
／
令
和
元
年
度
か
ら
緊
急

連
絡
を
除
く
学
校
へ
の
連
絡
時
間
を
、
小

学
校
で
は
十
八
時
ま
で
、
中
学
校
で
は

十
九
時
ま
で
の
運
用
と
し
た
い
旨
を
保
護

者
に
周
知
し
、
協
力
を
得
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
夜
間
の
電
話
対
応
は
減
少
し
て
き

て
い
る
が
、
今
後
も
こ
の
状
況
が
続
く
と

は
限
ら
ず
、
留
守
番
電
話
や
学
校
の
業
務

終
了
を
お
知
ら
せ
す
る
音
声
案
内
な
ど
も

有
効
な
対
応
策
で
あ
り
、
今
後
、
そ
の
導

入
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

問
地
域
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家

を
解
消
す
る
た
め
に
本
市
が
行
っ
た
助
言

や
指
導
、
勧
告
な
ど
の
措
置
の
状
況
は
。

答
都
市
計
画
部
長
／
平
成
三
十
年
度
末

ま
で
に
通
報
や
自
治
会
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
把
握
し
た
空
き
家
三
百
六
十
六

件
の
う
ち
、
実
際
は
管
理
さ
れ
て
い
た
空

き
家
七
十
二
件
を
除

く
二
百
九
十
四
件
に

対
し
、
助
言
や
指
導

を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
相
続
人
が
不
存

在
ま
た
は
行
方
不
明

の
物
件
十
七
件
を
除

く
百
七
件
の
管
理
改

考
え
て
い
る
。

問
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る
洋
式
ト
イ

レ
の
整
備
事
業
に
よ
り
、
全
校
の
ト
イ
レ

の
五
十
％
が
洋
式
に
整
備
さ
れ
た
が
、
整

備
後
の
取
り
組
み
は
。

答
教
育
次
長
／
子
供
た
ち
か
ら
は
、
ト

イ
レ
全
体
が
暗
い
、
臭
い
、
汚
い
と
い
っ

た
声
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き

た
洋
式
化
の
数
値
目
標
の
達
成
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

伺
い
、
ト
イ
レ
全
体
の
整
備
内
容
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
ト
イ
レ
清

掃
の
内
容
に
つ
い
て
も
学
校
と
協
議
し
、

気
持
ち
の
よ
い
ト
イ
レ
環
境
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

善
が
な
さ
れ
、
四
十
三
件
が
解
体
さ
れ
た
。

残
り
の
百
二
十
七
件
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
勧
告
、

助
成
、
命
令
、
公
表
、
代
執
行
、
緊
急
安

全
措
置
の
実
績
は
な
い
。

問
雑
草
が
繁
茂
し
た
り
廃
棄
物
が
投
棄

さ
れ
る
な
ど
の
不
良
な
状
態
に
あ
る
空
き

地
が
地
域
で
問
題
と
な
っ
て
お
り
現
状
を

把
握
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
認
識
は
。

答
都
市
計
画
部
長
／
空
き
地
の
場
所
な

ど
は
都
市
計
画
基
礎
調
査
に
よ
り
把
握
し

て
い
る
。
空
き
地
の
管
理
状
況
は
主
に
市

民
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
把
握
し
て
い

る
が
、
そ
の
ほ
か
の
方
法
も
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

霞
　
惠
介

深
田
　
昇

本市における教職員の多忙化解消
に向けた留守番電話の導入は

地域で問題となっている
空き家解消に向けた措置状況は

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

議員名 主な質問項目 掲載頁

霞　　惠介 緊急事態に対する危機管理、学校施設の整備 7
深田　　昇 空き家・空き地の管理、公共交通網、ごみ集積施設の整備 7
渡部一二実 マイナンバーカード交付率向上策、プログラミング教育 8
渡邉　博夫 学校教育、カリキュラム・マネジメント、風水害等の災害対策 8
加藤　明子 自然災害対策、避難対応策、これからの中心市街地 8
小澤　　隆 先端テクノロジーの活用、スマート自治体 8
井原三千雄 農業振興、今後の公共施設のあり方 9
江本　浩二 清水町外原区との覚書、公文書の保存、管理、公開 9
山下富美子 保育の無償化、私立幼稚園の給付への移行、市税の低迷傾向 9
小泉　宣子 本市の女性の健康支援 9
片岡　章一 子供の貧困対策、浄化槽における汚水処理対策 10
長田　吉信 防災・減災対策、マイ・タイムライン作成、防災士取得推進 10
平野　　謙 多文化共生社会の実現 10
梅沢　　弘 新貨物駅の整備期間延長、鉄道高架に係る広報紙、移住定住策 10
尾藤　正弘 特別支援児・者への支援、Sea 級グルメ誘致、企業誘致 11
村木　　豊 コミュニティ・スクール導入 11
岡田　進一 介護保険制度、高齢者支援 11
川口　三男 総合計画の財政的裏づけ、人口や計画策定の対応策 11

第
二
回
（
九
月
）
定
例
会
で
は
、
十
八
人
の

議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※ 形式 として質問形式を記載しています。
一　　括：通告した全ての内容を一括して質問した後、市当局が一括して答弁する方式
一問一答：議員からの一つ一つの質問ごとに、市当局が答弁する方式　
複　　合：１回目は一括で行い、２回目以降から一問一答に切り替えて行う方式

全ての質問項目
（通告一覧）はこちら

形
式

形
式

一
　
　
括

一
問
一
答
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